
平成 30 年度岡山大学入学式及び大学院入学式式辞 

 

 新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。  

 本日ここに、学部学生 2,396 名、大学院学生 1,057 名、総計 3,453 名

の新入生、そして 22 か国から 125 名の留学生が、岡山大学に入学を許

可されました。皆さんの長年の努力が実を結び、岡山大学において、人

生の新たなページを開かれることは、私たちにとっても大きな喜びであ

ります。ご来賓の皆様とともに、岡山大学の教職員を代表して、心より

お祝いを申し上げるとともに、ご列席の保護者ならびにご家族の皆様に

もお慶びを申し上げます。 

 新入生の皆さんが今日から学ばれる岡山大学は、今から 148 年前の明

治 3 年に創設された岡山藩医学館を起源とする岡山医科大学、明治 7 年

の温知学校、明治 33 年の旧制第六高等学校、大正 3 年の大原奨農会農

業研究所など、岡山の地にあった優れた伝統と実績を誇った高等教育機

関を統合して、昭和 24 年、新制国立大学として設立されました。 

 岡山大学の理念は、『高度な知の創成と的確な知の継承』です。私たち

は、人類社会を安定的かつ持続的に進展させるために必要な新たなる知

識基盤の構築を目指すと共に、「開かれた知の府」として高度な知の創成

すなわち研究の促進と、的確な知の継承すなわち教育と社会貢献の推進

を通じた人類社会への発展に寄与することが求められています。そして、

本学の目的は『人類社会の持続的進化のための新たなパラダイム構築』

です。すなわち岡山大学は、「自然と人間の共生」に関わる、環境、エネ

ルギー、食料、経済、保健、安全、教育等々の困難な諸課題に対し、人

類社会の持続可能性を追究するための新たなパラダイム構築に取り組

むことを目的としています。 

 また現在の岡山大学は、11 学部 1 コース、8 大学院研究科、3 つの研

究所、大学病院、附属学校園を備えた、全国でも屈指の規模をもつ総合

大学でもあります。そして、その主たる二つのキャンパスは、この会場

のすぐ北に大きく広がる津島キャンパス、そして岡山駅の南に位置する

医学部・歯学部・大学病院などが入っている鹿田キャンパスという、ま

さに市街地と一体化したロケーションを有しており、現在 1 万 3 千人の

学部学生と大学院生、留学生 700 人、教職員を合わせて約２万人の方々

が、日々学術的研鑽を積んでいます。本学のキャンパス全体と、この岡

山の地を、私たちは学びの都と書いて「学都」と呼び、地域全体で連携・

協働することによって、共に発展していこうと様々な取り組みを行なっ

ています。 



 私はその中で、先ほどお話しした岡山大学の目的を達成するために、

国 連 が 提 唱 し た SDGs に 着 目 し ま し た 。 SDGs と は Sustainable 

Development Goals の略で、日本語では「持続可能な開発目標」と訳さ

れています。2015 年に国連サミットで採択された、人間と地球が共に繁

栄するための行動計画で、世界を変えるための 17 目標と 169 のターゲ

ットからなっています。現在、岡山大学では地域の方々と共に SDGs を踏

まえて、それぞれが抱える社会の課題を大学の機能を活かして、グロー

バル・イノベーションに直結するような取り組みを行っております。昨

年 12 月、本学は、日本政府から第 1 回「ジャパン SDGs アワード」の「パ

ートナーシップ賞」という名誉ある特別賞をいただくことができ、また

先日の国連の SDGs の世界会議でも私共の活動が注目されました。私た

ちは皆さんと共に、これからの教育研究活動を通して SDGs をはじめと

する様々な課題の解決に挑戦したいと思います。 

 さて、将来への夢と希望を持ってこの岡山大学に入学された皆さんに、

ひと言これからの大学生活についてアドバイスをしたいと思います。先

日私が書類の片付けをしていたところ、小学生の時の卒業文集が出てき

ました。そこには私の手書きで「野口英世のような人になりたい。なれ

るかな？」と書かれていました。野口英世は、「過去を変えることはでき

ないし、変えようとも思わない。なぜなら人生で変えることができるの

は、自分と未来だけだからだ。」という言葉を残しています。「光陰矢の

如し」という言葉のとおり、大学生としての月日はあっという間に過ぎ

てしまいます。失敗を恐れずに何事にも取り組み、皆さんの未来をより

輝くものにしていただければと思います。 

 そして、今後皆さんが何か困難な課題を抱えたとき、けっして自分だ

けで解決しようと苦しむのではなく、一歩踏み出して学部や学科、年齢・

地域、そして国籍を超えた多くの仲間たちと繋がってください。知恵と

力を出し合って解決に向けて取り組むことで、今まで考えたこともなか

った視点からのアイデアや、経験したことのない一体感にきっと出会わ

れることと思います。実はそれこそ、多様性を愛する本学の学生が“グ

ローバル実践人の岡大生”と言われる所以であり、皆さんが先輩から受

け継ぐべき伝統でもあります。グローバルという言葉は、単に外国語を

聞き・話すことだけを指しているのではなく、あらゆる世界と自分との

積極的なコミュニケーションを表す言葉でもあると考えています。 

 そういう観点で、本学のキャンパスで学ぶ多くの留学生の皆さんとし

っかり交流すると共に、ぜひ皆さんご自身も留学にチャレンジしていた

だければと思います。私も丁度皆さんの年頃の頃に、米国フィラデルフ



ィア近くの Emmaus High School に１年間通いました。この留学体験は

私に、Positive Thinking の大切さや、Fairness（公平であること）の重

要性を教えてくれました。またボランティア活動を通じた多くの方々と

の交流は、日本の歴史・文化の重要性を改めて感じた貴重な機会であり、

失敗を恐れずに一歩前に踏み出し体験することこそ若者の特権である、

という私の実感の源（みなもと）でもあります。  
 最後に、本日ご臨席くださった保護者ならびに関係者の皆様にお礼と

お願いを申し上げたいと思います。このたびは、皆様の大切なご家族の

進学先として、私たち岡山大学を選んでくださり誠に有難うございまし

た。私たち教職員一同、新入生の皆さんが、高度な知識・技術と高い実

践力を習得し、日本だけでなく世界でも活躍できる教養豊かなグローバ

ル人材として成長されるように、全力で支援をして参りたいと思います。

また保護者の皆様におかれましては、岡山大学が、今後も引き続き充実

した学びの場となるよう、一層のご理解とご支援を賜りますようお願い

申しあげます。 

 それでは、新入生の皆さん、今日から岡山大学の学生として、希望に

溢れた新しい一日が始まります。どうか自分を信じて何事にも積極的に

取り組み、仲間とともに充実した大学生活を送ってください。私たちは、

皆さんとともに築いていくこれからの岡山大学の未来が、これまでの本

学の歴史や伝統を超えるものとなり、皆さんにより大きな誇りと自信を

もたらすことを期待しています。 

 本日は誠におめでとうございました。 

 

平成３０年４月２日 

                 岡山大学長 

                     槇野 博史  


